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１．第 4回 WS 将来像への意見まとめ 

※各案について出た意見も含めて集約・要約しています。

① 将来像のつくり方・みせ方 

・文章を短く ・キャッチー、メロディアスに 

・盛りすぎない、シンプルに ・古い言葉は NG 

・４次計画との違いを出す ・絵が浮かぶもの 

・主題となる単語がいる ・他市との違い感 

・求心力ほしい ・あっ！と思わせる 

③ 盛り込みたいまちづくりの方向性

・多様な人が生きる、活躍する（弱い人も、外国人も、新住民も） 

・芦屋の良さ、自然文化の豊かさを誇る、継承する、守る、育む 

・まちへの愛着、誇り、わがまち感（排他的にならないように） 

・福祉、健康、健やかさ 

・市民力、民度の高さ、市民の声、活用 

・古いもの今あるもの、新しいもの創るものを大切に 

・交流と継承（現世代間、将来世代へのつながり） 

・情報発信・受信、共有、双方向化 

・安心・安全 

② まちのあり方として示したいもの 

・将来どうしたい？ 未来への向き合い方が見える 

・変わっていく感、新しい感を感じさせる 

・オリジナリティがある 

・どうしかけていくのかが見える 

「ASHIYA BASE」に関する情報 

・芦屋市内に「芦屋 BASE」という店舗がある 
・福岡県遠賀郡芦屋町に航空自衛隊「芦屋基地

(Ashiya Air Base)」がある

＜将来像＞ 

みんなの声を活かして 次世代へと人がつながり

誰もがイキイキと活躍できる 

情報発信の基地・基盤 

『ＡＳＨＩＹＡ ＢＡＳＥ』をつくる 
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２．第 4回 WS 意見詳細 

みんなの声を活かして  次世代へと人がつながり  誰もがイキイキと活躍できる  情報発信の基地・基盤  『ＡＳＨＩＹＡ ＢＡＳＥ』をつくる 

全 体 

・絵がうかぶ 
・求心力がある 
・いろいろ網羅できている 
・文章が長い 
・キャッチーでメロディアスに 
・「・・・活躍できる」と「情報発信の・・・」の前後のつながりが不明瞭 
・ベースをつくる＝将来像？？？ 活躍できるまちをつくるためのベースなのか？？ 
・情報発信・ベースに込められた思いはOK 
・情報発信よりも、活躍している状況が大切 前後を入れ替えてもいいかも 

・世代間のつながり大切 

・人とのつながりは情報を共

有すること。情報交換は大切

・世代間交流なのか？次の子

たちへつながるのか？ 

・多様感をもっと！！ 

・「誰もが」はいい 

・来れない人にどう届ける 

・活躍はハードルが高すぎるかも 

（福祉観点からも全員が享受でき

るものに） 

→生活、暮らす、過ごすでは？ 

・それぞれの活躍のし方があるの

で、それを表現したい 

・問題は情報の足りなさにある

ので、情報発信を集約する動

きがいい 

・市民の中どうしの情報共有、

市から世界へ発信！ 

・芦屋に戻って来れる感がある 

・情報えられない人にどう届け

る？ 

・社会基盤 

・「基地」は自衛隊、軍隊ぽい 

→基盤だけでどうよ 

・ポータルサイトぽい？ 

→愛着のよりどころなどを表

現 す る な ら ば 、 「 ASHIYA 

BASE」が生きる枕詞に！情報

発信の基盤では NGかも 

・「情報発信」は双方向感がな

い、受信側がみえない 

・基盤ぽさがよい 

→芦屋市民が持っている基盤に

なればいい 

・愛着のよりどころ 

・新自治会的な 旧自治会と連携、

地域間連携のイメージを包括 

・「なに？」って思わせる感 
（インパクトあり、行政くさくない） 

・芦屋のスタンス＝メインフレーム
の提案を全国に発信したい 

・つくっておわりか？ 

・発信だけでなく受信も大切 

・市民の声を活か

せる 

・市民力感がほし

い 



3 

豊かな自然と共に文化を育み  人は輝き活気あふれる  わがまち 芦屋 

全 体 

・絵がうかぶ 
・人の顔がうかぶ 
・シンプルさがよい。広い意味にしやすい。範囲が広い感 
・新しい人外国人をWelcome な感じ 
・将来像…どうしたい？？感が必要「今のままでOK！！」では不足 変わってゆく、かえてゆく感 
・新しくなる感なし 保守的すぎる 
・第４次計画とフレーズが同じ 

・新住民Welcome 感がない 
・無難＋古いことば 
・普通の言葉すぎるのでは 

・自分のまち感がよい 

・誇らしげ 

・愛着をもってる感 

・「わがまち 芦屋」の終わり方が綺麗 

・響きがちょっと古い 

・「わがまち」は排他的？？ 

・芦屋の良いところの自然と文化が入っている 

・「育む」という未来へつながる言葉 

・自然文化など良いものがたくさんあることを理解

し、発見しきれてないものを表に出すことが「育む」

に込められている 

・豊かな生活感を盛り込みたい。芦屋が豊かであっ

てほしい（このままいくとジリ貧） 

・自然文化資源を具体的にイメージがしにくい 

・自然は豊か 文化は？？ 

・自然や文化にも、１案のような情報発信受信の考

え方も大切かも 

・音読したらすてき ワクワク感 

・人の輝き方はそれぞれなので、広く捉えられる 

・重複しすぎ盛りすぎ １つにまとめられるのでは
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市民の財産である自然と文化を次世代へ継承し、 多様な人々が輝いて活躍できるまち。 

全 体 

・他の２案に比べて、絵がうかびにくい 
・第４次計画とフレーズが同じ 
・案２と案１０は似てる。要素は同じ 
・新しい未来への向き合い方感が必要 

・誇りを持つ なくしたくないというのを排他的と

ならないように入れることができればいい 

・継承するだけで活躍できるまちになる？ 

仕掛けの言葉が必要では 

・古いものを大切にするのは大事 未来へ向け

て感をもっと！！ 

・この案だけ「多様な」が入ってる 
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■３案共通 

・３案は要素は似ている。１案は言い方が新しく、情報が加わったことでコミュニケーションの要素が増えている 

・芦屋じゃなくてもいい感（芦屋のところを入れかえても他の市でもつかえる…オリジナリティが足りないかも） 

・福祉的エッセンス、医療保健の視点が不足 

・弱い立場の人、元気ない人への視点は？ 

・すこやか感 健康は？ 

・手段になる単語があるとよい 市民力でとか 民度高いとか 

・東南海地震的があるので、「安全」の視点もいる？  

・WS で出ていた「芦屋オリジナル」には、独自、原初という意味もあり、どこかに盛り込みたい 

→「芦屋ブランド？」 

・全部を詰め込むとキャッチフレーズではなくなる 

■その他 

・福祉的な視点を入れたい。30 番をベースにしたい 

・一般的すぎて今までとあまり変わらない 

・みなさん住むことにほこりを持っているので、 「日本一市民がほこれるまちに」 

・民度が高い、市民力で表したい 

・変化にどう対応していくのかというフレーズがほしい 


